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【育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

育成すべき資質・能力 
レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 

 

目指すべ

き生徒の

将来像 D Ｃ Ｂ Ａ Ｓ 

知識・技術 

積極性 

周囲に支援されて

も、課題に取り組

むことができな

い。 

克服方法を支援さ

れることにより、

課題に取り組むこ

とができる。 

自ら得意なことに

取組み、さらに苦

手なことにも挑戦

することができ

る。 

課題・問題の解決

に見通しを持ちな

がら取組み続ける

ことができる。 

課題・問題の解決

に自ら考えた新た

な発想を加えなが

ら、取組み続ける

ことができた。 

日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
の
工
業
技
術
を
支
え
る
人
間
性
豊
か
な
技
術
者 

計画性 

指示や支援がない

と、自ら目標達成

のための方法を組

み立てることがで

きない。 

指示や支援がなく

ても、自ら目標達

成のための方法を

組み立てることが

できる。 

自己の課題の目

的・目標を理解し、

その目標達成のた

めの方法を組み立

てることができ

る。 

自己の課題に応じ

た的確な目標を設

定し、その目標達

成のための方法を

組み立てることが

できる。 

自己の課題に応じ

た的確な目標を設

定し、その目標達

成のための方法が

他生徒の良い手本

となった 

思考力・判

断力・表現

力等 

倫理観 

所属する組織・集

団の一員として、

指示やルール・マ

ナーを守ることが

できない。 

所属する組織・集

団の一員として、

指示やルール・マ

ナーを守って、行

動できる。 

一般常識やルー

ル・マナーの意味

を理解し、所属す

る組織・集団の一

員として行動でき

る。 

一般常識やルー

ル・マナーの意味

を理解し、主体的

に所属する組織・

集団の一員として

行動できる。 

一般常識やルー

ル・マナーの意味

を理解し、所属す

る組織・集団の向

上に寄与すること

ができた。 

論理性 

ある事象に対し、

筋道をたてて、順

序正しく整理し

て、まとめること

ができない。 

ある事象に対し、

筋道をたてて、順

序正しく整理し

て、まとめること

ができる。 

ある事象に対し、

確実な根拠に基づ

き、筋道をたてて、

順序正しく整理し

て、まとめること

ができる。 

ある事象に対し、

確実な根拠に基づ

き、筋道をたてて、

順序正しく整理

し、説得力の高い

考をまとめること

ができる。 

ある事象に対し、

確実な根拠に基づ

き、筋道をたてて、

整理し説明するこ

とにより、多くの

生徒を説得するこ

とができた。 

学びに向か

う力・人間

性等 

人間性 

他者に対して礼儀

を持って接するこ

とができない。 

 

他者への礼儀を欠

かさずに接するこ

とができる。 

 

他者の気持ちを聞

き、立場を理解す

ることができる。 

異なる立場の状況

を理解することが

でき、共感して他

者への対応ができ

る。 

異なる立場の状況

を理解し、公平性

を保ち、双方を尊

重して対応するこ

とができた。 

 

 

共感して他者への

対応ができる。 

主体性 

周囲と協調しなが

ら、自分の考え・

意思を持った言動

と行動ができな

い。 

周囲と協調しなが

らも、指示や前例

に基づいた言動と

行動ができる。 

周囲と協調しなが

らも、自分の考

え・意思を持った

言動と行動ができ

る。 

周囲と協調しなが

らも、自分の考

え・意思を持ち、

他に影響されるこ

とのない言動と行

動ができる。 

周囲と協調しなが

ら、自分の考え・

意思を持った言動

と行動で他生徒に

良い影響を与える

ことができた。 

 

 

【育成すべき資質・能力】 

○学校行事や部活動に主体的に取り組むとともに、知識・技術を自ら進んで身に付けようとする積極性。 

○人権尊重の理念に基づいた道徳教育をとおして、社会性及び社会人としてのマナーを身に付けた、豊かな人間性。 

○国際的な技術者を目指し、グローバル感覚の育成とコミュニケーション能力の向上。 

○身に付けた技術及び知識を論理的に分析することで、新たな発想を生み出す思考力及び表現力の育成。 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

○高度な専門的な知識と技術・技能を身に付けた工業技術者。 

○日本だけではなく、世界の工業を支える工業技術者。 

○ものづくりに対して新たな発想や考え方を持ち、地域や社会の健全で持続的な発展を担える工業技術者。 

 

【生徒／学校の現状】 

○生徒は落ち着いた学校生活を過ごしているが、与えられた課題に取組む

など、生徒が主体的に活動を行っていない。そのため、自発的・自主的に

取組む姿勢を育て、より高い進路実現に繋げることが課題である。 

○ＨＰ、生徒募集をさらに充実し、工業技術者となる人材の確保に努める

ことが課題である。 

【教育目標】 

① 至誠 すべての生活において誠実を旨とし、勤労を尊ぶ態度を養う。 

 

② 自律 常に研究心をもち、豊かな創造性と自ら考え判断して行動で

きる力を養う。 

 

③ 友愛 人を尊敬する心を育て、寛容な精神をもって他と協調する豊

かな人間性を育成する。 

【予想される社会の変化】 

○人口減少を向かえ、現在とは全く異なる常識の転換が求められる。産

業は、世界へさらに進出しグローバル競争が激化する。また、労働力減

少に伴い、ＩｏＴや、製造現場等で人と協調する自動化システムの技術革

新の開発が加速し、新しい技術の開発・対応が必要になる。 



 


